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第
一
第
一
回回
　
富
山
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
大
会
開

富
山
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
大
会
開
催催

　
平
成
二
十
五
年
十
一
月
三
十
日

（
土
）
ウ
イ
ン
グ
・
ウ
イ
ン
グ
高

岡
に
お
い
て
、
第
一
回
富
山
県
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
員
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
大
会
は
、
今
ま
で
県
Ｐ

Ｔ
Ａ
が
年
間
を
通
し
て
行
っ
て
き

た
事
業
を
一
日
に
集
約
す
る
と
い

う
初
め
て
の
試
み
で
し
た
。「
集
い

出
会
い
　
学
び
伝
え
　
役
に
立
つ

Ｐ
Ｔ
Ａ
を
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
も
と
、
開
会
式
・
表
彰
式
・
分

科
会
・
ラ
ン
チ
会
・
研
究
指
定
Ｐ

Ｔ
Ａ
発
表
・
記
念
講
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
開
会
式
で
は
、
来
賓
を

代
表
し
て
寺
井
幹
男
富
山
県
教
育

委
員
会
教
育
長
よ
り
祝
辞
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
八
百
名
を
超
え
る
参
加
者
が
、

子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
見
据
え
て
、

何
を
目
的
に
ど
の
よ
う
な
子
育
て

と
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
す
る
べ
き
な
の

か
を
、
全
日
に
わ
た
っ
て
熱
心
に

学
ん
で
い
ま
し
た
。

　
記
念
講
演
で
は
、
テ
レ
ビ
等
で

お
馴
染
み
の
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

下
地
敏
雄
先
生
が
「
夢
と
人
」
の

演
題
で
お
話
さ
れ
ま
し
た
。
先
生

の
軽
快
な
お
話
に
会
場
は
笑
い
の

あ
る
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ

ま
し
た
。
三
十
年
以
上
、
中
学
校

で
教
壇
に
立
っ
て
こ
ら
れ
た
経
験

か
ら
『
子
育
て
は
法
則
も
解
き
方

も
無
い
難
問
中
の
難
問
。
悩
ん
で

も
い
い
け
ど
落
ち
込
ま
な
い
で
』

と
、
親
自
身
が
前
向
き
に
生
き
る

こ
と
の
大
切
さ
を
力
説
さ
れ
ま
し

た
。
夢
を
持
ち
続
け
行
動
す
る
こ

と
の
大
切
さ
や
、
支
え
て
く
れ
る

人
が
い
て
こ
そ
夢
が
手
に
入
る
と

い
う
こ
と
、
実
現
さ
せ
る
た
め
の

三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
①
努
力
②
忍
耐

③
感
謝
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
ユ

ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
、
夢
を
あ

き
ら
め
さ
せ
な
い
子
育
て
の
重
要

性
を
熱
く
お
話
さ
れ
ま
し
た
。

記念講演の下地敏雄先生三行詩コンクール表彰式



富山県ＰＴＡ広報 第１７１号　芋

　
会
員
大
会
で
は
、Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
・

医
療
・
ネ
ッ
ト
問
題
・
家
庭
教
育

等
、
六
つ
の
分
科
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

を
行
わ
れ
た
柳
川
忠
廣
歯
科
医
師

は
、
私
た
ち
が
想
像
で
き
な
い
大

変
な
状
況
を
分
か
り
や
す
く
説
明

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

分分
科科
会会

研研
究
指
究
指
定定

Ｐ
Ｔ
Ａ
発

Ｐ
Ｔ
Ａ
発
表表

　
研
究
指
定
Ｐ
Ｔ
Ａ
発
表
で
は
、

砺
波
東
部
小
学
校
の
「
三
年
生
通

学
合
宿
」
の
取
組
に
つ
い
て
の
発

表
で
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
友
達

の
良
さ
を
発
見
し
、
自
立
心
が
芽

生
え
た
こ
と
、
保
護
者
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
通
し
て
絆
を
深
め
た
こ

と
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
上
市
中
学
校
は
時
間
の
使
い
方

を
重
要
視
し
、
親
子
で
学
習
や
生

活
の
計
画
を
立
て
る
こ
と
に
よ
っ

て
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

も
深
め
た
取
組
に
つ
い
て
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

第１分科会
『知っておきたい、役に立つPTAのあれこれ』

第２分科会
『あんたの学校どうしとる？』

　
第
３
分
科
会
で
は
『
歯
科
医
療

の
役
割
』
の
テ
ー
マ
で
東
日
本
大

震
災
時
の
身
元
不
明
遺
体
の
確
認

第４分科会
『子どもたちとネット社会のかかわり方』

第３分科会
『歯科医療の役割』

　
第
６
分
科
会
で
は
『
三
行
詩
か

ら
み
え
る
家
族
の
姿
』
～
富
山
県

版
三
行
詩
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
る
と

し
た
ら
～
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

過
去
の
受
賞
作
か
ら
感
じ
ら
れ
る

親
子
の
絆
や
作
者
の
気
持
ち
や
自

分
の
家
庭
の
様
子
な
ど
に
つ
い
て

活
発
な
議
論
を
交
わ
し
、
充
実
し

た
分
科
会
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

第６分科会
「三行詩からみえる家族の姿」

第５分科会
親学び「これって必要？ 子どもの言い分、親の言い分」

富山県牛乳事業協同組合
事務局
〒939‐8164
　富山市林崎1223番地
　（とやまアルペン乳業株式会社内）
　TEL （076）428‐1021

　
第
４
分
科
会
で
は
、
警
察
・
教

育
委
員
会
・
県
Ｐ
か
ら
、
パ
ネ
ラ

ー
を
招
き
「
子
ど
も
た
ち
と
ネ
ッ

ト
社
会
の
か
か
わ
り
方
」
に
つ
い

て
熱
く
協
議
さ
れ
ま
し
た
。
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エコとやまん

鰯　平成２６年３月５日号

親子でエコライフを実践しよう親子でエコライフを実践しよう！！　環境にやさしいこと、してますか環境にやさしいこと、してますか？？特集

　豊かな水と緑に恵まれている富山県。私たちは、これらのすばらしい環境を守り育て、大切な財産とし
て子どもたちに引き継いでいかなければなりません。
　親子で家庭生活の中で楽しみながらできるエコライフを実践してみましょう！

協力：富山県生活環境文化部環境政策課

いくつできたかな？

　県などでは、県民と協働でエコ活動に積極的に取り
組む小売店を「エコ・ストア」として登録しています。
　会員の皆さんは、次のような取組でエコ・ストア登
録店を応援してくださるようお願いします。

「とやまエコ・ストア制度」
登録店を応援しよう！

　登録店（５１１店舗）は県のホームページでチェックし
てみてください。
　とやまエコ・ストア　で検索！

登録店は、ボクのマークが目印だよ！

　ペットボトルや空き缶、発泡スチロールなどの漂着
物が多くの海岸で確認されています。これらのほとん
どは県内で発生したごみが川を下って海岸に流れ着い
たものといわれています。

美しく自然豊かな海岸を守り育てよう

一面が漂着物で埋め尽く
された県内の海岸

　子どもたちの環境活動を支援するため、「こどもエコ
クラブ」への登録を推進しています。身のまわりの環
境に興味や関心を抱き、自ら様々な事にチャレンジで
きる子を育むため、ぜひご家族や地域のグループなど
で、登録してみませんか？

＜問合せ先＞
　（公財）とやま環境財団　ＴＥＬ：０７６－４３１－４６０７

こどもエコクラブ メンバー募集中！

家庭での取組
親子でできたかチェックしてみよう！

 　①冷房時の室温を２８℃に、暖房時の室
温を２０℃に設定しよう

 　②照明やパソコンなどのスイッチオフ
を心がけよう

 　③蛇口をこまめに閉めるなど、節水を
心がけよう

 　④エコドライブ（ふんわりアクセル、ア
イドリングストップ）を実践しよう

 　⑤マイバッグ、マイボトルを持ち歩こ
う

 　⑥詰め替え商品、省エネタイプ製品な
どの環境配慮型商品を選択しよう

 　⑦地産地消の商品を選択しよう

 　⑧資源回収や美化活動など、地域の環
境イベントに参加しよう

碍

碍

碍

碍

碍

碍

碍

碍

  身近にできる心がけ
○ごみの散乱防止に努めよ
う。

○外出やレジャーの際のご
みの持ち帰りに努めよう。

○ごみを出さないエコライ
フスタイルへの転換を図
ろう。

親子で取り組んで
みませんか。

①マイバッグを持参してお買い物を楽しも
う！

②マナーを守って資源物の持ち込みに協力
しよう！

③弱冷暖房などエコな取組を理解し、協力
しよう！
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再生紙を使用しています
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平成２５年３月５日号

平
成
二
十
五
年
度（
第
四
回
）富
山
県
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ

平
成
二
十
五
年
度（
第
四
回
）富
山
県
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
ＡＡ

三
行
詩
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
作

三
行
詩
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
作
品品

猿
最
優
秀
賞
〈
小
学
生
の
部
〉

お
か
あ
さ
ん
、
わ
た
し
「
が
ん
ば
っ
て
」

も
う
れ
し
い
よ

で
も
ね
、「
が
ん
ば
っ
た
ね
」
っ
て
　
い
わ

れ
る
と

も
っ
と
も
っ
と
　
う
れ
し
く
な
る
の
。

飯
野
小（
入
善
）一
年
　
　
　
　
　

　
塚
田
　
美
里

猿
最
優
秀
賞
〈
中
学
生
の
部
〉

父
さ
ん
が
病
気
に
な
っ
た

姉
さ
ん
の
心
細
さ
を
み
た
　
母
さ
ん
の
強

さ
を
み
た

僕
は
２
人
の
手
を
引
い
た
　

そ
の
重
さ
に
父
さ
ん
の
す
ご
さ
を
感
じ
た

山
室
中（
富
山
）三
年
　
　
　
　
　

梅
川
　
　
凱

猿
最
優
秀
賞
〈
一
般
の
部
〉

※
日
Ｐ
三
行
詩
コ
ン
ク
ー
ル
　
佳
作

孫
達
へ

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
あ
な
た
達
と
一
緒
に
今
、

三
回
目
の
小
学
生
を
し
て
い
ま
す
。
作
っ

た
り
、
遊
ん
だ
り
、
観
察
し
た
り
。

三
回
目
が
一
番
楽
し
い
で
す
よ

砺
波
北
部
小（
砺
波
）保
護
者
　
　

藤
田
　
悦
子

猿
優
秀
賞
〈
小
学
生
の
部
〉

※
日
Ｐ
三
行
詩
コ
ン
ク
ー
ル
　
会
長
表
彰

　
才
の
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

93家
族
の
こ
と
段
々
忘
れ
て
い
く
け
れ
ど
　

ぼ
く
は
ず
っ
と
忘
れ
な
い

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
や
さ
し
い
笑
顔

広
田
小（
富
山
）六
年
　
　
　
　
　

岡
本
　
魁
生

猿
優
秀
賞

〈
小
学
生
の
部
〉

砺
波
北
部
小（
砺
波
）  三
年
　千
葉
東
一
輝

砺
波
北
部
小（
砺
波
）  三
年
　老
　
美
菜
望

さ
み
さ
と
小（
朝
日
）  四
年
　広
田
　
冬
磨

〈
中
学
生
の
部
〉

桜
井
中（
黒
部
）  
一
年
　舟
田
　
そ
ら

入
善
西
中（
入
善
）  三
年
　荒
田
　
隼
輝

雄
山
中（
立
山
）  
三
年
　米
多
　
　
麗

山
室
中（
富
山
）  
三
年
　保
田
　
眞
実

〈
一
般
の
部
〉

砺
波
北
部
小（
砺
波
）　  
内
田
　
美
江

福
光
東
部
小（
南
砺
）　  
得
地
　
清
美

雄
山
中（
立
山
） 　
　
 
　藤
井
　
馨
子

雄
山
中（
立
山
）　 　
　
 
菅
原
　
幸
絵

猿
団
体
賞

飯
野
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
入
善
）

ひ
ば
り
野
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
入
善
）

田
中
小
学
校
育
友
会
（
滑
川
）

砺
波
北
部
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
砺
波
）

入
善
西
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
入
善
）

山
室
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
富
山
）

小
杉
南
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
射
水
）

十
三
中
学
校
育
友
会
（
氷
見
）

灘
浦
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
氷
見
）

大
谷
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
小
矢
部
）

井
口
育
成
会
（
南
砺
）

●
文
部
科
学
大
臣
表
彰
　

【
個
人
】

　
林
　
　
久
嗣
　
　
大
沼
　
宗
義

　
松
嶋
　
浩
二

【
団
体
】

　
富
山
市
立
保
内
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

砺
波
市
立
庄
西
中
学
校
「
生
徒
の

為
の
保
護
者
と
教
師
の
会
」

●
公
益
社
団
法
人
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国

協
議
会
長
表
彰

【
個
人
】

　
大
沼
　
宗
義
　
　
廣
田
　
春
美
　

　
石
原
る
り
子
　
　
古
澤
　
良
子

【
団
体
】

　
朝
日
町
立
さ
み
さ
と
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
射
水
市
立
放
生
津
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

●
公
益
社
団
法
人
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国

協
議
会
特
別
表
彰

　
小
島
　
之
弘
　
　
齊
藤
　
裕
美

　
松
浦
　
惠
美
　
　
川
島
　
佐
織
　

　
道
用
　
悦
子
　
　
清
部
　
一
夫

　
木
下
　
　
実
　
　
山
崎
　
弘
美

　
吉
野
　
修
司
　
　
羽
岡
ゆ
み
子

　
澤
井
榮
一
郎
　
　
種
谷
美
智
子

　
濵
藤
　
浩
人
　
　
藤
井
　
裕
久

　
木
下
　
幸
一

●
教
育
功
労
者
等
表
彰

（
富
山
県
教
育
委
員
会
）

　
高
岡
市
立
戸
出
東
部
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

●
社
会
教
育
功
労
者
表
彰

（
富
山
県
社
会
振
興
協
議
会
）

　
大
沼
　
宗
義

●
東
海
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会

　
表
　
彰
　
大
沼
　
宗
義

　
　
　
　
　
浅
野
　
朱
実

　
　
　
　
　
笹
田
　
達
成

　
感
謝
状
　
山
形
　
延
良
　

●
第
　
回
全
国
小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

３５
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
　会
長
賞

南
砺
市
立
福
野
小
学
校
父
母
と

教
師
の
会

日
本
教
育
新
聞
社
　社
長
賞

　
砺
波
市
立
出
町
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

平
成
　

年
度
　

顕
彰
紹
介

２５

県Ｐから県Ｐからのの
おお 知 ら知 ら せせ
県Ｐから県Ｐからのの
おお 知 ら知 ら せせ
県Ｐから県Ｐからのの
おお 知 ら知 ら せせ
県Ｐからの
お 知 ら せ

　
今
年
度
の
県
Ｐ
広
報
で
は
、
防

災
と
エ
コ
ラ
イ
フ
に
つ
い
て
特
集

を
組
み
ま
し
た
。

　
ど
ち
ら
も
、
現
代
社
会
に
お
い

て
大
切
な
問
題
で
す
。
家
庭
の
中

で
話
合
い
や
親
子
で
取
組
を
ス
タ

ー
ト
す
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
幸

い
で
す
。

広
報
委
員
長
　
土
田
　
陽
一

委
員
長
　
土
田
　
陽
一（
砺
・
庄
東
小
）

副
委
員
長
　
柳
沢
　
隆
憲（
入
・
黒
東
小
）

上
杉
　
浩
二（
富
・
八
幡
小
）

明
野
さ
や
か（
射
・
堀
岡
小
）

加
藤
　
友
康（
砺
・
東
部
小
）

記
　
　
録
 
野
口
　
篤
史（
朝
・
あ
さ
ひ
野
小
）

野
　
　
博
幸（
立
・
雄
山
中
）

八
幡
　
祐
子（
高
・
五
位
中
）

芳
崎
　
和
章（
小
・
大
谷
中
）

Ｈ
Ｐ
担
当
 
中
村
は
る
の（
上
・
上
市
中
）

委
　
　
員
 
中
橋
　
厳
浩（
黒
・
鷹
施
中
）

魚
住
　
恭
子（
魚
・
西
部
中
）

　
　
　
　
　
高
畠
　
智
子（
滑
・
東
加
積
小
）

坂
下
　
直
幸（
氷
・
窪
　
小
）

秀
永
　
欣
亮（
南
・
吉
江
中
）

教
師
代
表
 
廣
田
　
仁
美（
滑
・
田
中
小
）

 

松
井
　
美
之（
滑
・
滑
川
中
）

担
当
副
会
長
 
水
上
　
雅
博（
富
・
水
橋
東
部
小
）

中
田
　
祥
一（
南
・
井
口
中
）

担
当
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
 

武
田
　
精
一

川
原
　
令
子

広
報
委
員
会

日時　平成２６年５月２５日㈰
１３：００～　

場所　サンシップとやま

　あわせて、広報紙コンクール
表彰式を開催します。

広報研修会

日時　平成２６年６月７日㈯
　　　１５：００～　　　　
場所　サンシップとやま

　あわせて、１３：００から親子安
全会主催で中村文昭氏の講演会
を開催します。

平成２６年度富山県PTA連合会
定期総会

　
最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
は
日
Ｐ
全

国
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
し
、
二
作

品
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者

の
皆
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。


